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04月26日  Erasmus+ Mobility Programmeに基づき、ブリュセル自由大学で集中講義および国際共同研

究打合せ、5月4日まで武田  

05月20日  日刊工業新聞掲載「HyTecと産官学連携水素関連技術研究を強化 国際規格化で主導権狙う」

05月22日  日刊工業新聞掲載「神戸大、液体水素ラボ、中小の要素技術開発支援」

06月05日  HyTecおよび勉強会（IGAS-HyTec）公式YouTubeチャンネル開設

06月19日  化学工学会関西支部セミナーにて講演＠三菱重工高砂製作所「神戸大学HyTec における先端

水素技術研究の取り組み」武田

06月25日  IGAS-HyTec2025年度第1回定例勉強会を開催＠深江

06月26日  NEDO事業「競争的SC」(中間評価) 制度評価分科会 委員として武田出席

07月31日  Cotutelle制度に基づき、ﾌﾞﾘｭｯｾﾙ自由大学で博士課程後期課程学生の研究指導および国際共同

研究打合せ、8月3日まで武田

08月04日  第1回兵庫水素社会推進構想改定検討会＠県庁、座長として武田出席

08月20日  日刊工業新聞掲載「NEDO、海上の風況観測整備 沖合の洋上風力普及拡大へ」

09月04日  株式会社山本電機製作所からHyTec奨学寄附金
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09月09日  日刊工業新聞掲載「点描／洋上風力の事業性評価 風況観測試験存在感高まる」

09月26日  IGAS-HyTec2025年度第2回定例勉強会を開催＠深江

10月03日  日本経済新聞掲載「九電みらいエナジー、洋上の風を高精度に観測 風力発電のコスト抑制」

10月17日  神戸市環境局との面談「神戸市の取組状況に関する情報共有」（液化水素を軸とするセンター

整備に向けた調査）＠深江、学識経験者として武田出席

11月05日  第2回兵庫水素社会推進構想改定検討会@県庁、座長として武田出席

11月17日  ブルガリアのルセ大学ご一行が深江キャンパス訪問 HyTec紹介、水素実験棟および海事博物

館を見学

12月11日  IGAS-HyTec2025年度第3回定例勉強会を開催＠深江

01月08日  第3回兵庫水素社会推進構想改定検討会@県庁、座長として武田出席

02月13日  2025年度第2回ひょうご水素社会推進会議＠県庁、武田出席

03月16日  IGAS-HyTec2025年度オープンシンポジウムを開催予定＠深江

03月31日  24 m3 液体水素貯槽 竣工（検収）予定＠深江 

新部門として「社会システム評価技術研究部門（仮）」を準備中。

新部門として「ｵｰﾌﾟﾝﾗﾎﾞ・国際規格化推進部門（仮）」を検討中。
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に関する経済分析

京都大学 地球環境学堂 特定助教

八木千尋

2026年3月16日

神戸大学IGAS-HyTecオープンシンポジウム



再生可能エネルギー
の重要性と課題

重要性

• 脱炭素化された電力システム

• 災害時における非常用電源（分散型電源）

課題

• 高い導入費用

• 生産地と需要地の距離

• 発電の変動性





揚水発電の仕組み

Source: DUKE ENERGY https:

//www.duke-energy.com/Energy-Education/How-Energy-Works/Pumped-Storage-Hydro-Plants



























試算結果











ご清聴ありがとうございました。
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国立研究開発法人  物質・材料研究機構（NIMS）
技術開発・共用部門 材料データプラットフォーム 極限環境材料データユニット
構造材料研究センター 材料評価分野 極低温疲労グループ

グリーンイノベーション基⾦事業
⼤規模⽔素サプライチェーンの構築／液化⽔素関連材料評価基盤の整備／

液化⽔素関連機器の研究開発を⽀える材料評価基盤の整備

IGAS-HyTec 2025年度オープンシンポジウム

2024年2月末竣工



国⽴研究開発法⼈ 物質・材料研究機構（NIMS）の紹介

4K LHe

20K LH2

・物質・材料科学技術に関する基礎研究および基盤的研究開発
・研究開発成果の普及とその活⽤の促進
・NIMSの施設および設備の共⽤
・研究者・技術者の養成およびその資質の向上

中空試験片

NIMSのミッション：

水素社会向け材料評価設備を備える地区：





事業に至る背景 ～水素社会への期待～
【水素社会実現、カーボンニュートラル達成の条件】
・大規模な水素需要の創出
・供給設備の大型化等による供給コストの削減

【実現に向けた課題】
・液化水素の製造・輸送・貯蔵・利用に使える材料は限定的
・液化水素環境： 20 K（-253℃）低温脆化
・水素ガス環境： 水素による影響、耐水素特性

【技術開発の考え方】
・安全性を確保しつつ、製造コストの低減
・機器開発の幅を広げ、国際競争力を強化
・信頼できる低温特性、耐水素特性データを揃え、使える材料を拡大
・これらを実現する技術基盤の構築と、それに依るわが国の技術開発の加速



事業に至る背景 ～ NEDO調査事業 ～NEDO 2019年度調査事業
水素社会構築技術開発事業／総合調査研究／
「極低温域材料試験設備の現状、課題抽出および将来展望に関する調査」報告書

（2020年3 月 委託先：日鉄総研株式会社）
要約抜粋：
水素社会実現へ向けて、水素サプライチェーンを構成する液化水素用製品・設備の設計・製作に必要な液化水素雰

囲気下材料評価試験設備に関する現状、必要性、方向性について、関連機関や有識者へのヒアリングを中心に調査を
実施した。
その結果、本試験設備については、（１）液化水素関連製品･設備の安全性に関わる基準･トレーサビリティの構築

に不可欠であること、（２）エネルギー安全保障に関わる技術であること、（３）関連産業の国際競争力強化に直結
すること、（４）産業界からのニーズが需要過多であることなどから、新たに本試験設備を導入することが急務であ
ることがわかった。
また、本設備に対するニーズが多様化していることもわかった。その背景となっているのは、液化水素の製造･運

搬･貯蔵･利用など、場面に応じて必要な材料の種類と特性が大きく異なることである。多様化する材料の種類として
は、金属材料、樹脂等非金属材料、複合材料であり、それらの母材のほか接合継手、部材、機器などに及ぶことがわ
かった。また、多様化する材料の特性としては、液化水素および極低温水素ガス暴露雰囲気において、どのような機
械特性（強度、破壊靱性、疲労、亀裂進展、衝撃、熱疲労、摩耗特性等）および熱特性（線膨張、熱伝導、比熱等）
を持つのか、そしてそれらの特性から安全基準を見極める技術および特性向上につながる知見が求められていること
がわかった。さらに、これらの安全基準に関する情報の中には、公益性の観点から、規格化、共有化を図ることが望
ましいケースが多くあり、そのため本設備は第三者機関に設置して運用することが望ましいこともわかった。
しかしながら、国内にある評価試験設備は民間所有の１基のみであり、需要過多およびニーズの多様化等のため、

多くの日本企業が海外の評価試験設備を利用せざるを得ない状況に置かれており、知財の海外流出という観点からも
本設備の導入・整備は喫緊の課題であることがわかった。また、ニーズや維持運営費を評価した結果、十分に自立化
が可能であると予測された。



NEDOグリーンイノベーション基金事業のサイトより

https://green-innovation.nedo.go.jp/project/hydrogen-supply-chain/scheme/

グリーンイノベーション基金事業の実施体制グリーンイノベーション基金事業／大規模サプライチェーンの構築



整備が必要な試験環境

国内の代表的な水素環境下試験設備の温度・圧力環境

従来の試験可能領域

（ も含む）
本施設にて実施
可能な試験領域

本プロジェクトで

実施する試験領域水素環境

下では世界

初の試験

領域
整備が必要な試験環境

液化水素インフラのイメージ
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